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〔調査報告〕

働く婦人と育児の問題

第II報 台湾の至誠会員における概況
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（受付 昭和48年7月3日）

         は．じめに

 世界全般々通じて婦人の社会進出は目覚しいも

のがある．それぞれの国において職業をもつ婦人

の悩みは1育児と職業を如何に巧みに両立させる

かというζ1とのようである．育児は次代を荷う世

代のために大切なことで，各国共に父母の仕事，

責1任となっている．

 私共一三会は，働く婦人と育児に関しての実態

を掴もうとして，第一に至誠会員のアンケート調

査を行ない，本誌43巻6号に発表した．一三会台

湾在住の者が，今回は台湾至誠会員の概況を調査

したので；その成績を報告する。

      対象および調査方法

 台湾め．至誠会員は昭和46年度名簿によれば110人で，

そのうち他国在住の者，住所不明者等が23入あり，昭和

7㌘1p年李業ρ考は各学年5～15雲南るが，他年度は1

～2名である．しか． 熏ﾅ近の社会情勢により更に数人の

他国移住者もあり，8σ名に対して行なった調査である．

 アンケートは第1報に掲載したものとほぼ同様であ

る．

 人数が少ないので，年度別，時代別に見る事が出来な

いので，一括集計した。．

 まとめ方も第1報と同じく，夫の職業別，妻の医師と

しての職業態勢別に，出産，育児についてどのくらいの

期問仕事を離れたのか，子供に悪影響があったか，それ

を防ぐための努力，方法，母仕事始の育児担当者は誰

か，現在育児を終了しての感想等について行なったので

ある．、

第1表対象の年令と育児時期の社会状況

現在年副人車 育児時期の社会状況

60才～69才

50オ～59才

49才以下

計

14入

25入

2人

人手は充分に得られ住宅環境も．よ
い

第2次世界大戦になっても夫出征
はなく

夫妻共台湾の医療に貢献する意気
込み

41人（1人未婚）．

 調査対象の現在年令は第1表のように49～母9才でg50

代が25人であり，．大体の育児時期の社会状況は，目本の

場合の昭和13～16年卒の育児時期と同時期が多いと思わ

れた．
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第2表子供数と世帯数 第3表 結婚年令および学生時代の育児の有無

1齢・子蜘世帯釧子供叫べ人数 結婚年令 人  目 障献・龍
1 1 1 20才
2 2 4 21

3

4

．5

8 24 22

u 44 23

6 30

6 8 48

7 2

8 2

24
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14 26

16 27

40 118！（内5人死亡） 28

平  均 4．5人 29
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 子供数は第2表のように181人，現存176人で，1家族

平均4．5人であり，子供の年令は現在41～11才である．

 日本における調査よりも子供数は多く，8人が2家族

もあった．これは宗教や経済状勢が関係していると思わ

れる．

 結婚年令は第3表の如く，23ん27才が多いが，20才も

3例あり，学生結婚も6例で，母学生中に東京で，第1

子，第2子，又は第3子まで育てたという例もあった．

 当時の台湾の社会状勢としては，東京に遊学するのは

エリート階級であり，医学を選んだ女子学生は，卒業後も

地域の風習も考えて大いに台湾のために働き貢献すると

いう．確固早る希望をもって入学して来ていた，しかし交

通は飛行機もなく．1週間以上もかかって帰省するよう

な状態で，遠隔の地であった．育児時期は第2次世界大

戦に入る前頃からであるが，．人手は安く充分にあり，食

糧も内地程少なくなかつだし，台湾の人は出征はなく，

3G

計

2

40

3

1

1

1

6

医療は台湾男女医，日本女医で保持され，私共は至誠会

員と．して実に一生懸命働いたものである．

       調査成績および考按

 アンケート発送80名，返信のあったもの41名，

うち未婚1名で，．40名の集計結果である．

 夫と妻の職業，仕事態勢別にその人数および妊

娠，出産，育児のために妻が職業から離れた期

間，及び母子分離の影響，両立の可，不可等を表

示したのが第4表である．

．夫妻共医師で．あるのば35名87．5％で，’日本の

68．8％よりは遙かに多い．日本においては大学卒

の年代が80％となっているが，台湾の年度に近

い昭和16年頃までをとると28％となり，台湾の方

第4表．夫妻職業態勢と育児状況

夫の職業
妻の職業
i医師）

職業と育児
ﾆの両立の
D可・不可

母子隔離
ﾌ影響の
L  無 人 数

@ （％）
P． 可翻不可旬無 Q．51

阜氏D
三鼎，力嚇2詑劇4月力圖1計恥年圏

妊娠・出産・育児のために仕事を休んだ期間
                 （単位人）

                    ．計
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が同業夫婦が多い．医師以外の職業は牧師と法律

家のみであった、！人だけ夫妻東京にて勉学中に

出産し，育児を台湾の祖父母に担当して貰った人

があった．その時代は日本であった台湾も，勉学

に上京する人にとっては遠隔の地であり，勉学中

の父母も郷里の祖父母も子供達も耐える事が多か

ったと思われる．学生中に幾人かの育児を行なっ

た者は6名あった．今思えばよくやったとふり返

って感無量である．

 妻の職業態勢は開業が多く33名82．5％で，夫妻

共同開業35％，別開業47．596で，勤務医は15こ口

少なかった．日本の場合，家事専念として仕事を

止めた人が12．3％あるが，台湾においては1人も

なく，すべてが多少にかかわらず医業を続けてい

る．日本の場合の開業60．3弩，勤務27．4％と比較

すると，開業が多い．これは社会状況，男女の考

え方も大いに関係している．家の構造，同居の風

習等に加えて，開業の場合は看護婦が得易く，育

児，家事には人手があるので，職業をつづけたと

いう．中には第2子まで3年間職業をやすみ，又

は長子10才になるまで育児に専念し，その後に開

業したという人もある．これは古い時代のこと

で，若いといっても現在年令49才，眼科の人は特

殊な技術を要する科では，やはり仕事中断は好ま

しくないといっている．

 妊娠出産のために仕事を中断した期間は，時代

の変遷，第2次世界大戦等により異なるようであ

るが，早い者は出産後2週間で医業をはじめてい

る．これは開業の場合のみで，勤務医は6～8週

間で職場復帰をしている場合が多い．3ヵ月以内

が大多数を占め，38名，82，8％，1年以内に91．5

％が仕事を開始している．日本の場合は57．4％が

3ヵ月以内，83．9％が1年以内に復帰している

が，台湾の方が一般に仕事を休んだのは短期間で

ある．

 この仕事中の母子分離が子供に影響するという

ものは24人，60％，無しとする者15名，37。5％で

あった．日本では88％が影響ありとし，しかも悪

影響が多いという意見であったが，台湾では悪い

影響の例としては，依頼心が強い，淋しがり，過

保護など日本の場合と同様なものの他に，父母が

 ioo
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囮妻勤務
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10《
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30．52！．564ア10｝
召角召冷酒宥有毒自賃
   仕事を休んだ期間

 第1図仕事を休んだ期間とその割合

医師であることを自慢し，たかぶっていて素直で

ない等があり，共働きで母不在の劣等感は少ない

ようである．却って好影響として，独立心，勉学

心，衛生観念が早くから発達し，母をよく理解す

る等が多くあげられていた．しかし，母としては

接触の時間が少ないことを心配し，母過労のため

の早産，多忙のため幼年時に子供を失った悲し

み，病気勝ちな子供に対して母の保護の不足を心

配している．子供を死亡で失なったのは前述の如

く181人の子供中5人であった．

 総体的には母の職業を持つことは，母の行き届

いた注意があれば子供には影響なく，若し影響が

あってもよい方面がかなり多いといっている．日

本の影響なし12％と比して，台湾は37．5％と高率

である．これは育児担当者もによるのかもしれな

い．

 母仕事中の育児担当者は祖父母と女中と子守又

は乳母が18例，子守9例，女中7例，乳母2例

で，第5表のようになる．乳母2例というのは昭

和年代としてほ珍しく，人手が豊富である事を物

語っていると思われる．学生結婚の1例をのぞい

ては，すべて母と同居で，育児責任は母であり，

仕事中は祖母をはじめ多くの協力者を得ての個人

保育で，昼間だけ母と離れる場合のみであった．

人手は充分にあり，祖母（姑でも実母でも）の監

督の下に昼間の育児が行なわれることが多いの

で，母の仕事に復帰する期間が早く，子供に対す
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第5表 母仕事中の育児担当者

育児担当者 入 信

祖父母と女中と子守

祖母と乳母

祖母と子守

女中と子守
手二』一石・

女 中

乳 母

祖 母

母のみ

保育園

計

12

1

3

2

9

7

1

≡…

1

0

18

！7

4

3触

る悪影響も少ないという結果が出たのかも知れな

い．

 職業と育児の両立については第4表のように母

子共に好都合で両立可能4例，多少の犠牲はある

が両立可能34例で95％は両立可能，不可能とした

2例も意見として述べながら実際には医業を営

み，多くの子供を立派に育てあげている．きびし

く反省し，子供のことも考えて不可能と考えると

述べている．これから見ても，職業と育児の問題

はなおいろいろの面から検討され，母子両方に最

もよいという解決点を見出したいものである．

 土地柄，社会的背景も異なるが，この調査では

総体的に台湾の至誠会員の方が仕事に意欲的で，

育児にも前向きに取り組んでいるようである．創

立者吉岡弥生先生の意を体し，その後を歩んで行

く心構えを素直に感じ，実践しているように思わ

れる．日本の場合と同様に，育児と医業を共に行

ない両立させるには，母親自身の健康と仕事を続

けようとする意欲が絶対必要条件であり，自宅開

業の態勢が最もやりやすい態勢と思うと言ってい

る．勤務の場合は，時に応じて勤務態勢をやや軽

くして時間的余裕を持つようにして，子供の成長

と共にフルタイムの勤務にする等の配慮をすべき

である．！人だけは夫の世話をよくしないという

理由で離婚になった者があるが，子供は自分1人

で充分よく育てる事が出来たと言っている．日本

の場合のように，特に夫の理解，周囲の人の理解

協力を求める声の少なかったのは，夫婦同業が多

いこと，人手が充分あり家事の雑用が少なく，母

1人の努力で家庭造りが出来るのかも知れない．

或は医を志した時点から卒業の暁には医業を続け

るという周囲の認識もあるのかも知れない．子供

が幼児期には朝昼夕3食を，学童期には朝夕2食

を，更に成長した後は夕食又は夜食を必ず共にし

て，話合いの場をつくり，時間を活用すること，

1年に1度は家族ぐるみの旅行をして楽しいムー

ド，楽しい思い出を共に持ようにすること．自分

は女の子ばかりで男の子が欲しかったので8人も

子供を産んだが，或程度の産児制限は必要と思う

こと，育児に対しては或時期は仕事量を減らして

も必ず母乳というくらいの意欲と，子守を頼んで

も母が傍にいて育てるという心構えを持つこと等

を強調している．そして娘の中の1人，嫁の1人

は女医でありたいと思うし，事実そのようになっ

ている人が多い．両立不可能と返信された2人

は，自分も真の意味では結婚しない方がよかった

といわれたが，他はすべて結婚して幸福な家庭を

築き上げ，母子共に多少の犠牲はあってもそれを

賢明にのりこえてよい子を育て，いささかなりと

も人類福祉に貢献するために医業を行なって行き

たいと言っている．子供達も成長した後セこは母の

苦労と聖職を理解し，誇りに思うという感想が多

かった．ふり返ってあまり苦労なく両立出来たと

いう人の多い点が日本と異なる．

 2，3人の意見として，夫婦協力して職業と育

児を行なう場合に，努力しても夫と一致しない時

は早くに離婚すべきであるというのがあった．こ

れは日本の調査の場合にはなかった感想で，恐ら

くその様な場合に，日本であれば妻が仕事を断念

して家事に専念するのであろう．国民性の差かと

も思う，

         むすび

 日本の至誠会員に対しての仕事と育児に対する

アンケート調査につついて，台湾の至誠会員に対

して同様調査を行なった．

 会員も少なく，対象は49～69才の80人で，返信

は4！通であった．

 台湾においては住居，人手，社会情勢の関係

か，共働きが多く，母はあまり家事の雑用に追い

廻されずに医業と育児を両立させていて，40通の
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中に職業を捨てて家事専念という人はいなかっ

た．

 日本の場合よりは育児のために仕事を休む期間

は少なく，1年以内に91．5％が仕事に復帰してい

た．

 日本と同じく，母の健康と仕事に対する意欲が

両立の可否を決定する．台湾の至誠会員は健康と

猛烈な意欲で100％が医業にいそしんでいる．夫

妻同業が多く87．5％であったのは，言わず語らず

に妻の仕事を理解している場合が多いのであろ

う．自宅開業の態勢が育児と仕事の両立には最も

好都合で，母子隔離の子供への影響を少なくする

上に，台湾では多く祖母の監督する個人保育であ

ることも，母が安心し，満足して仕事の出来る状

況なのかと思う．

 台湾の至誠会員は今も吉岡弥生先生を尊敬し，

御教えをまもり，よい子を育てつつ，医業をつづ

けている．

 （この調査報告の要旨は，第39回東京女子医科大学学

会総会において発表した．）
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